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乗鞍岳（飛騨山脈南部，標高3026 m）のナナカマ
ド類（Sorbus）は，低山帯（山地帯）から高山帯まで
分布する低木で，林縁に普通に生育している。すなわ
ち，低山帯から亜高山帯にかけてナナカマドSorbus 
commixta Hedl. が，亜高山帯以上には，ウラジロナ
ナカマドS. matsumurana （Makino）Koehne とタカ
ネナナカマドS. sambucifolia （Cham. et Schltdl.） 
Roemer が分布していることが知られている（清水 
1990）。しかし，亜高山帯で3者が，高山帯でウラジ
ロナナカマドとタカネナナカマドが，それぞれどのよ
うな立地に，どのような種と共に生育しているのか，
詳細についてはよく分かっていない。
今回，乗鞍岳のナナカマド類の垂直分布，生育地
とその種組成について調査したところ，本山域にお
けるナナカマド類3種の分布と標高および立地との
間の関係，3種を含む群落の種組成の特徴がそれぞ
れ明らかとなった。また，交雑によると考えられる
中間種も見られたので報告する。

調査地
調査地域は，乗鞍スカイラインの平湯峠（標高

1684m）から桔梗ケ原（2700m）までの範囲であ
る（Fig. 1）。乗鞍岳における亜高山帯植生は，標
高1600-1700mから2400-2500mの範囲に見られ，
主にシラビソ－オオシラビソ群集によって占められ
ている（宮脇ほか 1969）。さらに2500m以上は，

コケモモ－ハイマツ群集を代表とする高山帯植生
となっている（宮脇ほか 1969）。本調査地域では，
これらの自然植生が全体的によく保存されている。

材料と調査方法
乗鞍岳に分布するナナカマド類3種の形態の違い

をTable 1に示す。表の作成は，山崎（1985），大
橋（1989），馬場（1999）に依った。ウラジロナナ
カマドは，小葉の先が鈍く，裏面粉白色で，縁の3
分の1以下に鋸歯がない。タカネナナカマドは小葉
の先が尖り，葉が厚く表面に光沢がある。ナナカマ
ドは葉が薄く，光沢がなく，果実が前二者が楕円体
であるのとは異なり球形である。
調査は，調査地域を踏査し，ナナカマド類が出現

する標高と，その生育地の特徴について観察を行っ
た。生育地の区分は，高山帯においては先ず「雪田」
とそれ以外の生育地を「風衝地」に区分し，次いで
「林縁」「林内」「草原」に区分した。亜高山帯にお
いては，「林縁」と「林内」に区分した。
全体の状況を把握したあと，その生育地の種組成

を明らかにするために，ナナカマド類が多く出現
する地点を選び，植生調査を行った。植生調査は，
ZÜRICH-MONTPELLIER学派の方法を準用した。
すなわち調査区の中に出現する維管束植物の種の優
占度と群度を記録した。このようにして得られた資
料をもとに，群落区分表を作成した。表は，標高と

後藤稔治 1＊・川村智子 2・酒井英二 3・田中俊弘 3：乗鞍岳におけるナナカ
マド類の垂直分布と生育地の植生

Toshiharu Gotoh 1＊，Tomoko Kawamura 2，Eiji Sakai 3 and  Toshihiro Tanaka 3 
：Vertical distribution of Sorbus Species （Rosaceae） and species composition of 
their habitats at Mts. Norikura in Gifu Prefecture

Species S. matsumurana S. sambucifolia S. commixta
Leaf over side lusterless lustrous lusterless

under side white not white not white
hair not hairy hairy on the veins not hairy
edge upper part is lobed, lobed lobed

lower part is entire
tip of leaflet obtuse acute acute

Fruit shape ellipsoidal ellipsoidal globose
sepal not rise rise not rise

Table 1.  Morphological comparison of Sorbus species in the study area.
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Fig. 1.  Location maps of the study area. Numerals show the altitude in meters（m）.
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生育地から調査区を区分けし，それぞれの区分の中
でのナナカマド類の出現状況と，各区分の種組成が
分かるように整理した。
調査は，2011年8月7日～10日にかけて行った。

結果と考察
垂直分布と生育地
垂直分布と生育地の調査結果をTable 2 に示す。

主としてウラジロナナカマドとタカネナナカマドは
標高2500m以上の高山帯に，ナナカマドはそれ以
下の亜高山帯に分布していた。
ウラジロナナカマドは，雪田のハイマツ群落のマ
ント群落を形成していた（Fig. 2-A）。一方，風衝
地のハイマツ群落の中に，タカネナナカマドがよく
見られた（Fig. 2-B）。ここにはウラジロナナカマ
ドも少し生育していた。本研究では，雪田以外の生
育地を風衝地としたが，その中に著しい乾燥地だけ
でなく適性・中性環境も含まれている。また，風衝
地のハイマツ群落の周辺の草本群落中にも，タカネ
ナナカマドが稀に見られた。
宮脇ほか（1969）は，乗鞍岳のハイマツ群落を記

述した中で，雪田縁辺や沢沿いの湿性環境ではウラ

ジロナナカマドが入り，適性・中性環境ではタカネ
ナナカマドの混生が目立つことを指摘しており，今
回の調査と一致している。
亜高山帯のシラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コ

メツガなどの針葉樹林の林縁部分には，ダケカンバ
などの広葉樹からなるマント群落が見られ，ナナカ
マドはその構成要素となっていた（Fig. 2-C）。亜
高山帯に，ウラジロナナカマドやタカネナナカマド
が全く出現しなかったわけではない。高山帯からつ
ながる標高2250-2500mの亜高山帯上部にも，わ
ずかではあるが両種が出現し，ここでは3種がすべ
て見られ雑種と思われる個体も確認された。
雑種のひとつは，葉の裏が白く果実は楕円体であ

るが，葉の先が尖り小葉の下部近くまで鋸歯のある
ものであった（Fig. 2-D）。これは，ウラジロナナ
カマドとナナカマドの交雑種，ノリクラナナカマド
であると思われる。ノリクラナナカマドは，1961
年に横内斎が乗鞍岳で採集したものに，水島正美が
1962年に命名したものである（柄山 1977）。
いまひとつは，葉の表面に光沢があり果実は楕円

体であるが，高山帯に分布するタカネナナカマドよ
りも葉が著しく大きく，ナナカマドと同じ大きさの

Fig. 2.	 A: The view of the Sorbus matsumurana community.
		  B: The view of the Pinus pumila-Deschampsia flexuosa community.
		  C: The view of the Betula ermanii-Sasa senanensis community.
		  D: A hybrid individual between Sorbus matsumurana and S. commixta.
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葉を持つものである（高山帯のタカネナナカマドの
最大葉の大きさは長さ4.5cm，幅1.5cm，亜高山帯
上部のものは長さ6.0cm，幅2.0cmであった）。ま
た，この個体群は高山帯のタカネナナカマドと較べ
ると，葉の脈上の毛が明らかに少なく，タカネナナ
カマドとナナカマドの交雑種である可能性が高い。

植生調査
植生調査の結果をTable 3 に示す。17の調査区

は，標高，生育地，種組成から3つの群落，すなわ
ちウラジロナナカマド群落，ハイマツ－コメススキ
群落，ダケカンバ－クマイザサ群落に区分された。
高山帯の雪田に分布するウラジロナナカマドが優
占する調査区は，ウラジロナナカマド群落にまとめ
られた。この群落はハイマツ群落のマント群落と
なっており，ハイマツと同じ高さの3mの低木林を
形成していた（調査区1，2）。低木層はウラジロナ
ナカマドだけからなり，草本層はバイケイソウ，ミ
ズギボウシ，ミヤマドジョウツナギなど，湿性の草
本からなっていた。
高山帯の風衝地のハイマツ群落や周辺の草本群落
に分布するウラジロナナカマドやタカネナナカマド
の出現する調査区は，ハイマツ－コメススキ群落に
まとめられた。高さ1.8m-0.6mの低いハイマツの
中にタカネナナカマドやウラジロナナカマドが見ら
れる群落で，コケモモやコメススキ，ミツバオウレ
ンなどの草本がよく出現した（調査区4～9）。これ
らの種のうちコメススキは，コケモモ－ハイマツ群
集のヒメタケシマラン亜群集の識別種であった（宮
脇ほか1969）。強風のためハイマツが枯死した林床
部のガンコウラン，コケモモの優占する草本群落
（調査区3）や，コメススキが優占する草本群落（調
査区10）にもタカネナナカマドの幼樹が見られた。
後者の場合はイワギキョウ，ウサギギク，ミヤマゼ

ンコなどの草本と共に生育していた。
標高2300m以下の亜高山帯に位置する調査区は，
ダケカンバ－クマイザサ群落にまとめられた（調査
区11～17）。この群落はシラビソ－オオシラビソ
林のマント群落で，高木層（高さ8-7m）にダケカ
ンバ，低木層（5-2m）にダケカンバ，ネコシデ，オ
ガラバナ，オノエヤナギが，草本層（1-0.7m）にク
マイザサ，ミヤマワラビ，イワノガリヤス，コヨウ
ラクツツジ，カニコウモリなどが出現した。ナナカ
マド類は主として低木層で見られたが，2250m以
下の亜高山帯下部では，高木層にもナナカマドが出
現した。ダケカンバ－クマイザサ群落は，シラビソ
－オオシラビソ群集が破壊された跡地に発達するネ
コシデ－ダケカンバ群集（中村1990）の標徴種であ
るネコシデの出現で特徴づけられる。
以上の結果をまとめると，ウラジロナナカマドは

主として高山帯の雪田に見られたウラジロナナカマ
ド群落の優占種として存在するが，風衝地に見られ
たハイマツ－コメススキ群落と亜高山帯上部に見ら
れたダケカンバ－クマイザサ群落にも稀に出現し
た。タカネナナカマドは，ハイマツ－コメススキ群
落に広く出現したが，亜高山帯上部のダケカンバ－
クマイザサ群落にも稀に出現した。ナナカマドは，
亜高山帯のダケカンバ－クマイザサ群落に広く出現
した。
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馬場多久男．1997．葉でわかる樹木．信濃毎日新

Altitude（m） Habitat S. matsumurana S. sambucifolia S. commixta
2700-2500 snow-patch forest edge +++ *） + ­
（alpine belt） site

wind-swept forest interior ++ +++ ­
site

grassland ­ + ­

2500-2250 forest edge ++ + +++
（upper subalpine belt）
2250-1700 forest edge ­ ­ +++
（lower subalpine belt）
*）number of individuals  ­: nothing, +: rare, ++: a few, +++: common

Table 2.  Vertical distribution and habitats of Sorbus species in the study area.
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Summary
Vertical distribution of Sorbus species and 

species composition of their habitats were in-
vestigated at Mts. Norikura in Gifu Prefecture. 
Three species of Sorbus were observed in the 
area. S. matsumurana was mainly distributed 
at edge of the Pinus pumila forest at snow-
patch  site in alpine belt. S. sambucifolia was 

mainly distributed in the Pinus pumila forest 
at wind-swept site in alpine belt. S. commixta 
was mainly distributed at the mantle commu-
nity of the coniferous forest in subalpine belt. 
However, these three species were observed at 
the same place, the upper subalpine belt （alt. 
2500-2250m）. In this place, the hybrid indi-
viduals of them were identified.  Moreover, the 
species composition of plant communities in-
cluding Sorbus species was elucidated.

 （1〒503-1305 養老郡養老町祖父江向野1418-4 岐
阜県立大垣養老高等学校；2〒468-8503  名古屋市
天白区八事山150 名城大学薬学部；3〒502-8585 
岐阜市三田洞東5-6-1 岐阜薬科大学 1Ogaki-yoro 
High School, Sobue-mukaino Yoro-cho, Gifu 
503-1305, Japan: goto-toshiharu1@pref.gifu.lg.jp
（*corresponding author）; 2Faculty of Pharmacy, 
Meijo University, Yagotoyama Tenpaku-ku, 
Nagoya 468-0077, Japan; 3Gifu Pharmaceutical 
Univercity, Mitahora-Higashi, Gifu 502-0003, 
Japan.）

（Received January 18, 2012; accepted September 
28, 2012）

－ 27 －

December 2012	 J. Phytogeogr. Taxon.� Vol. 60. No. 1



－ 28 －

植物地理・分類研究	 第 60 巻第 1号� 2012 年 12 月


